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Conductometric Behaviors 
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Conductometric behaviors of the copolymers of maleic acid with either vinyl acetate or 
styrene were studied The polydibasic characteristic of the titration curves were discussed 
with the analytical aspects. 
On the other hand， the equivalent conductance of the polyanions were approximately 
evaluated from the titration results at low values of αand from the conductance-concentration 































スガラス製容器で，その容量が約 25ccのものである口セノレ定数はそれぞれ 250Cで 0，458および
0.348である G そのセル定数の決定は KCl水溶液の電導度測定より求めたD その時の KClの当量
電導度は次の Shedlovskyの式5)より計算した凸
A+59. 79Ci = 149，86十 141，9C十 29.24ClogC -180.6C2 
1-0 2274Cき
マレイン酸共重合物の電気化学的性質に関する研究第6報
ここに Aは当量電導度， Cは当量濃度である口使用した水の比電導度 Kの値は 250Cで 0，8X 10-6 
ohm-1 cm-1であったc
















curve A : MA-V Ac 0.91 x lu-2M 
curve B : MA-S 0.983 x lu-2M 
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1. 電導度滴定
2つのマレイシ酸共重合物， MA-VAcおよび MA-Sの電導度滴定の結果を中和度 αの関数と










うな低分子弱酸にみられるものである O 乙の最小値をすぎると溶液の比電導度 K は α と共に増加
する (0.2くαく1.0)0 しかし共重合物の 2曲線はお互に α=4付近で交叉している。同じ O.01M
の濃度の場合において， αく0.4の領域では MA-S共重合物水溶液の比電導度 (Fig.1の曲線B)
が MA-VAc共重合物水溶液の対応する値よりも低く， α>0.4の領域ではその関係が逆になるD








比電導度 K がほとんど一定に保たれる(曲線A)口中和のこの領域， 1 <αく 2，では共重合物分
子上の全電荷群による静電作用に加うるに最隣接電荷聞の強し 1静電相互作用lともとづくイオ γ固定








共重合物溶液の実測比電導度 κは対イオンの寄与 b と高分子アニオンの寄与 lipとの和であるD
K = lip 十 lic …………………...・H ・..…………………………・・ (1) 
共重合物アニオンの当量電導度をi欠式によって定義する口
100".p Ap=-c-…...・H ・..…..・H ・.....・H ・-……・…-…… (2)
とこに，ApおよびCはそれぞれ αの値にもとづいている当量電導度および当量濃度である D
著者は中和度の小さい場合，生ずる高分子塩の完全解離と各イオンの運動の独立性をあえて仮定
することによって，Fig.1の滴定結果より Ap の近似値を推定した。それには Kcの値として極限





MA-VAc (α=0.26) . Ap=36.2 ohm-1 cm-1 equiv.-1 



































Fig. 2 Equivalent conductance as a function 
of concentration at 250C 
curve A: MA-VAc copolymer at a;=1. 0 
curve B : MA-S copolymer at 0;=1. 0 
α=1.0の場合について電導度曲線を Fig.2~乙示した o Fig.2は MA-VAc，MA-S両共重合物
について -vcに対する当量電導度 Aのプロットを示している o Aは次式lこもとづいて計算した。
.;j = 1型色c 
ここにCはα=1における対イオンの当量濃度によってあらわされる O 図にみられるように 2曲
線は希釈と共に電導度は増加し上方に凹形になっているD 高分子電解質の電導度に関しては c=O
の外捜法の理論的な確立がなされていないのでここでは簡単に図上に示す外捜によって C=Oの値
を推定した。大体 A=80付近に落着く o そ乙で極限当量電導度の加成性，AO =Aop+ AOc，から両
共重合物に対して近似的に .，10 p = 30.-.-35なる値を得たoA口cは対イオシの極限当量電導度であり
A 0 Na+=50.1 (250C)の値を使用した。この際共重合物の第2カノレポオキVノレグループの解離は無
視した。従って AOpは共重合物第 1カノレポオキV Vー トアニオンの極限当量電導度をあらわす。
3. マレイン酸共重合物の分析について
Fig.1に示す MA-VAc共重合物の電導度滴定曲線は α=1および α=2に相当する点で急識に
変化している口その滴定曲線に沿うて適当な 2直線を引き，その交点として半当量点および当量点





エノーノレブタレン指示薬法である I，1030 乙の方法に従って MA-V Ac， MA-S両共重合物のピリジ
ンー水 (1:1)溶液中での電導度滴定を行なった結果を Fig.3に示した口共買合物濃度は約O.01M
福井大学工学部研究報告第10巻第1・2号100 
Conductometric tiration CUrVe8 
in pyridine-aqueou8 (1: 1) 801u-




curve A : MA-V Ac 
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